
ＶＭ　第９ステージ 　５Ｓモデルライン認証の目標達成に向けて

ＶＭ活動のスローガン

５Ｓ徹底！人は変身！会社は革新！

ＶＭ第９ステージ。これまで進めてきた５Ｓモデル認証設備を更に拡大展開し全社全員に浸透させていきましょう。
第９ステージでは認証合格率８０％以上を目標として挑戦してきました。結果、ＡＤ・ＨＶ・ＲＶ・ＲＲ・ＲＷの５つのライン
が見事８０％を達成してくれました。５Ｓモデルが出来れば崩れない５Ｓが出来上がり、清掃時間も短縮出来ます。生
産出来高が安定し標準化も整備され生産も品質も安定します。そして仕損費低減が図れ、消耗品が適正に管理され、
原価改善、収益改善に大きく寄与します。実際に達成されたラインは大きな改善成果を出してくれています。

５Ｓモデル 第１０ステージの目標

対象ライン：

５点 ４点 ３点 ２点 １点 採点

１
計画的な５Ｓの
取組み実践状況

５Ｓ月次計画に基づき全員参加で実
践されＰＤＣＡが機能している

5S月次計画が有り、計画通り推進実
践されている

5S月次計画があるが、管理・活動状
況に課題が有る

5S月次計画はないが、活動は実施さ
れていることは伺える

5S月次計画がない
活動状況に課題が有る

２
ＶＭボードの管理状況 目標管理が実施されＰＤＣＡが機能し

実績も向上している
目標管理が実施され、機能的なＰＤＣ
Ａが展開されている

目標管理は実施されているがＰＤＣＡ
が機能していない

目標管理は有るが、コメント未記入
や押印抜けがある

目標管理が機能していない

３
生産進度管理の見える化 進度管理が実施され、生産未達に対

する解析・対策も良好
進度管理は実施しているが未達に対
する解析・対策が有効でない

進度管理は実施しているが、実績入
力や評価が遅れている

生産計画はあるが、実績入力や評価
が出来ていない

生産管理が出来ていない。

４
工程表示の明確化 ライン表示、工程表示に加え工程順

が解りやすく工夫されている
ライン表示、工程表示共に掲示はさ
れているが、見易さに欠ける

ライン表示、工程表示のどちらかが
欠けており見易さに欠ける

ライン表示、工程表示共に部分的で
ある、表示の無いところが多い

ライン表示、工程表示共にない

５
作業標準化の状態 標準三票が最新版で整備されかつ

実作業と相違がない
作業標準書が整備されているが、標
準三票に無いものがある

作業標準書が有り、実作業との整合
性が確認できる

作業標準書は有るが、改訂整備不
備で実際の作業と異なる

作用標準書が無い、もしくは不明確
な状態にある

5 ６
通路の５Ｓ 通路上には全く障害は無い。かつ清

潔に保たれている
通路上には全く障害は無い。一部汚
れや塗料ハゲが有る

通路上に一部障害（非定常が）有る 通路上に一部障害（定常）が有る 通路上に障害（定常）が有り、かつ汚
れている

７
作業場所及び周囲の５Ｓ 作業場所の５Ｓが行き届き清掃基準

に基づき維持されている
作業場所の５Ｓは良く、維持するルー
ルも有るが整合していない

作業場所の５Ｓは良く出来ているが
維持するルールが無い

作業場所の整理整頓はされているが
清掃が不十分

作業場所及びその周囲の５Ｓが乱れ
ている

８
設備周囲の置き場の明確化 枠線及び表示は全て有り明瞭であ

り、かつ綺麗に清掃されている
枠線や表示は全て有り明瞭である
が、部分的に汚れが目立つ

枠線や表示は概ね有るが一部消え
ている、もしくは不明瞭

枠線や表示の不明瞭なところが多い 枠線や表示の無いところが有る

S ９
設備の清掃状態 外観・内部・下部共に綺麗にされてお

り維持可能な状態にある
外観・内部・下部共に綺麗に出来て
いるが、維持に課題が有る

外観・内部共に綺麗に出来ている
が、下部の清掃に課題残る

外観は綺麗にされているが内部や下
部に汚れが目立つ

設備全体的に汚れが目立ち、メンテ
ナンスも不十分

１０
設備周囲及び床上の５Ｓ 配線の垂れ無く、清掃状態も良く、維

持可能な状態にある
配線の垂れも無く、清掃状態も良く出
来ている

配線配管は床面には垂れていない
が、清掃状態が悪い

清掃は出来ているが、配線配管など
が床に垂れている

清掃状態が悪く、配線配管などが床
面に垂れている

１１
油漏れ・切削液漏れの状態 油洩れ、切削液洩れは無く、かつ維

持可能な状態にある
油洩れ・切削液洩れは無いが、維持
に課題が有る

油や切削油は洩れているが、汚染源
対策への努力が見られる

油や切削油は洩れているが、洩れが
拡大することは防いでいる

油や切削油が洩れたままで放置され
ている

１２
切粉・バリ等の飛散の状態 切粉飛散への汚染源対策ができて

おり、綺麗に維持されている
切粉飛散が部分的にあるが、汚染源
対策に取組んでいる

切粉の飛散はあるが、清掃により維
持されている

切粉の散乱はあるが、切粉の飛散拡
大は防いでいる

切粉が散乱したままで放置されてい
る

１３
通箱などの使用状況 工程内で使用する箱と納入通箱は完

全に区別され、かつ綺麗
工程内で使用する箱と納入通箱は完
全に区別できている

廃液等の受け箱は専用であり、納入
箱を使用していない

廃液等の受け箱に他社名のものは
無いが、自社納入箱を使用

廃液等の受け箱に一部他社のもの
を使用している

１４
置場・置き方・表示の明確化
素材・仕掛・製品の保管状況

現品札、置き場表示、区画線共に有
り、はみ出し無く置かれている

現品札、置き場表示、区画線共に有
るが、一部はみ出し有り

現品札、区画線は有るが、置き場所
表示が無い

現品札は有るが置き場所の表示も
区画線も無い

現品札の無い物がある

１５
置場・置き方・表示の明確化
計測器・作業工具

置場表示もワンベスト表示も有り、メ
ンテナンスも出来ている

置場表示もワンベスト表示も有り、か
つ綺麗な状態にある

置場表示もワンベスト表示も有るが
一部汚れが有る

置場全体表示もしくはワンベスト表示
に一部抜けが有る

置場全体表示、ワンベスト表示が出
来ていないところが多い

１６
置場・置き方・表示の明確化
切削工具・消耗品

置場、ワンベスト表示も明確であり、
発注点管理も出来ている

置場、ワンベスト表示も明確だが、発
注点管理が出来ていない

置場が明確、表示も全体置き場・ワ
ンベスト表示共に有る

置場全体表示もしくはワンベスト表示
に一部抜けがある

置場全体表示、ワンベスト表示が出
来ていないところが多い

１７
計画的なPM（設備保全）の
取組み実践状況

計画書が有りPMの取組み状況が良
く解る。管理状況良好

計画書があり取組みも管理もされて
いるが状況がやや解り辛い

計画書は有るが、管理・活動状況に
課題が有る

計画書が無いが、活動は実施されて
いることは伺える

計画書が無い
活動状況に課題が有る

Ｐ １８
設備の管理状態 定期交換が定着しており、定期交換

に関する部位の故障がない
定期交換の実施が抜けなくなされ、
履歴・記録に記入漏れがない

交換周期が見え、交換履歴・記録が
ある

定期メンテナンスの基準はあるが、
時々抜ける時がある

フィルター・ファンが汚れており、定期
交換が不明確である

Ｍ １９
改善管理の状態 故障発生時の再発防止も実施され、

都度改善を推進している
定期点検に反映されており、定期メ
ンテナンスができている

ほぼ改善が完了しているが、点検内
容・周期の見直しがない

問題点の洗い出しがなされている
が、改善が進んでいない

機械の問題箇所が解らなく、改善す
る気配がない

２０
設備保全実施の状況 改善管理・維持管理が徹底され、故

障率は0に近い
改善管理の考え方が徹底され、改善
管理が実施されている

日常点検が定着しているが、チョコ
停・機械故障がたまに発生する

点検を実施しているが、チョコ停・機
械故障が時々発生する

機械設備が壊れるまで使いっぱなし
である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　配点
項目

5Sモデル合計点

５Ｓモデル機/PM（設備保全）モデル機　チェックシート
                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  作成　2015年6月11日       改訂　2018年11月1日

チェック日：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日 チェック担当：

PMモデル合計点

８０点満点／８０点中 で合格

７５点で仮合格 指摘事項是正承認合

2019年11末実績 ―　　2020年5末目標 ―　　2020年11月末目標 ― 2019年12月24日現在

5 7 1 2 4 3 6 7 7 3 33
10 10 10 10 10 20 20 20 20 20 10
7 8 10 10 11 20 2 29 36 46 19
17 18 20 20 21 40 22 49 56 66 29

83.3 82.4 80.0 80.0 55.6 40.0 35.5 30.6 24.3 14.3 57.8

ライン RR・RW RV AD HV CH AF EC HM EF OH 全社
総数 54 74 10 20 36 15 31 36 37 14 327 (台)

認証数 45 61 8 16 25 6 18 11 9 2 201 (台)
認証率 83.3 82.4 80.0 80.0 69.4 40.0 58.1 30.6 24.3 14.3 61.5 (％)

5末目標 90 90 90 90 80 60 60 60 60 60 80 (％)
残台数 4 6 1 2 4 3 1 11 14 7 61 (台)

11末目標 100 100 100 100 90 80 80 80 80 80 90 (％)
残台数 9 13 2 4 8 6 7 18 21 10 94 (台)
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RR・RW RV AD HV CH AF EC HM EF OH 全社

5Sモデル機認証率 上段：残件数 / 下段：認証率

５Ｓモデルライン認証率目標８０％ ５ラインが達成！！

５Ｓモデル認証率

今年も沢山のお客様に工場をご見学頂きました （下記抜粋）

第９ステージ ３工場 ＶＭ工場見学会が成功裡に開催できました

川崎重工業

精密機械ロボットカンパニー

橋本プレジデント様

ダイキン工業

新入社員一同様

（毎年恒例行事になりした）

長浜 新庄 近江

５Ｓモデル率８０％達成ラインの皆さんには敬意を表し心より御礼申し上げます。扶桑工業は過去からのイメージを脱却し、５

Ｓを誇れる会社、世間に認められる会社に生まれ変わります。第１０ステージでは全社総合で５月末に８０％、１１月末に９

０％を目標に、達成出来る様推進していきますので、現在遅れている部署の皆さんも気持ち新たに全員参加での取り組みを

お願いします。扶桑工業の全ての設備やラインの９０％が５Ｓモデルとなり生産品質原価を誇れるラインとなればどんなに素

晴らしい会社になるのか楽しみです。

５Ｓモデル認証を獲得したラインは

生産管理が良く、品質管理レベル高く、標準作業が良く、

消耗品低減も良く、安全も良く、５Ｓ維持可能
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